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家 庭教育の意義についての若干の考察
一幼児教育機関との関わりにおいて一. 
坂上優子
はじめに
最近の幼稚園，保育所の普及はめざましく，小学校入学前K一年ないし二年間は幼稚園や保育所K
通うのがあたりまえのような状況でもある。五歳児の就園率は昭和五十一年度は六四・六%にもなり，
保育所へ入所している子どもをあわせるなら，就学前期に何らかの教育機関に通っている子どもの数
はさらに高い率になるだろう。
ζのような就学前教育機関の普及によって，かつては「集団保育か家庭保育か」というように.家
庭保育と対立するもののようにとらえられていた施設保育，教育機関における保育を，子どもの成長，
発達にとってかかせないものとしてとらえようとする傾向に変わってきているといえよう。(1)
しかしまた.乙の幼児教育ブーム，幼稚園教育に対して危慎の念がだきれている ζ とも見のがす乙
とはできない。
「一つには，十万円近い入園料.一万数千円の月謝.その他種々の名目で多額の費用を徴収する
u幼稚園"という名の会社の商業主義への不信。 一つには.一人で四十人前後の幼児を受け持つとい
われる先生への不信。一つには.圏へ行くことによって，逆に子供の本来持ちあわせている天真さや
個性が画一化され，ゆがめられさえするのではなし、かという教育の仕方への不信J(2) 
乙のような不信を訴えている母親に対して，乙れを全面的に否定できない現状があるように思われ
る。まだまだ改善の必要がある。その意味で，地方自治体，国の行政責任は重大である。
他方.母親の側にも「幼稚園教育万能論Jr保育所万能論Jの幼児教育観があり.自らの家庭教育
を軽視する傾向があるのではないかとして危慎するむきもみられる。
両者の危』倶は，現在の状況においてはもっともな乙とであろう。しかし，幼稚園・保育所の普及を
無視することはできなし、。また，幼稚園，保育所だけで子どもが教育されるものではない。小学校以
上の学校教育においても.子どもの家庭生活における教育を軽視することは教育効果を低くするであ
ろうが，乳幼児の場合は，その生活において大人(親〉の影響力がより大きい。その意味で，今後幼
児教育を考える際，幼稚園.保育所での教育(集団保育〉と家庭保育は.子どもを教育するという点
からは，どちらも同じ比重をもって考えていかなければならないだろう。
家庭教育を考えるとき.最近の小家族化，核家族化が子どもの教育に及ぼす影響は大きい。大家族
のなかで，人間関係や生活習慣を身につけていたころとは異なり，子どもは母親と二人ないし三人で
一日中すとす場合が多くなる。そ ζから母子の過度の密着などによる子どもの情緒的障害の問題もお
ζっている。また，母親が子どもの教育につい:r不安に思っていても，常に話しあえるような相手や
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「保育所万能」の教育観がで機関がないので.自信をなくす場合もある。そのために「幼稚園万能」
てくるのではないだろうか。
母親が働いている場合ふ保育所が少ない，設備が十分でないなどの問題があり，安心して子ども
をおいて働ける条件はまだまだ整えられていない。
これらは，家庭の社会わらの孤立，地域社会による教育力の欠如，住宅事情の悪さ.行政の怠慢な
どの諸事情が重複している問題である。 しかし，子どもの成長.発達を保障する ζ とを中心に教育を
考えた場合，まず子どもが生活の大半をすとす家庭教育の問題について，幼稚園.保育所との関係で
考えてみたい。
?
? ? ? ?
??
??
??
一、法的な面から一一戦前
? 、? ?
?
乙乙で.幼稚園の法的規定を，家庭との関係でみておきたい。Iも
わが国最初の幼稚園であり，その意味でその後につくられた幼稚園の模範ともなった東京女子師範
学校付属幼稚園は，開設の主旨として.
「学齢未満ノ小児ヲシテ天賦ノ知覚ヲ関達シ固有ノ心思ヲ啓発シ身体ノ健全ヲ滋補シ交際ノ情誼ヲ暁
知シ善良ノ言行ヲ慣熟セシムルニ在リJ(3) 
? ? ?
?
???
乙乙では家庭との関係については触れられていない。と述べられている。
?，，??
】?
その五年後の明治十四年六月に再度規定された同幼稚園の保育の要旨では，さらiζ，
「幼稚園ハ学齢未満ノ幼児・ヲ保育シテ家庭ノ教育ヲ補ケ学校ノ教育ノ基ヲナスモノナレハ務メテ徳性
ヲ緬養シ身体ヲ発育シ知能ヲ関導センコトヲ要スJ(4) 
「学校ノ教育ノ基Jになるものとして考えられている。「家庭教育ヲ補ケJ， と述べられ，
しかし，現実には幼稚園が上流階層の子どもによって占められていたので，明治十五年には文部卿
代理九鬼隆ーは簡易幼稚園を唱えた。
f幼稚留ニハ又別種ノモノアリ……貧民カ役者等ハ児童ニシテ父母其養育ヲ願ミルニ暇アラサルモ
ノ皆之ニ之ル……此種ノ幼稚園ニ在テハ編制ヲ簡易ニシテ唯善ク幼児看護保育スルニ堪フル保母ヲ
-得テ平穏ノ;遊戯ヲナサシムル…・・・其父母モ亦係累ヲ免レ生産ヲ営ム便ヲ得テ其益蓋シ少小ナラサル
ヘキナリJ(5) 
f家庭教育ヲ補ヶJるより以前の問題，家庭の維持のために父母が働くことを「補乙ζにおいては，
ケJる機関として考えられている。
「女子高等師範学校付属幼稚園分室Jとして発足する乙ととな乙の考えはi十年後さらに具体化され.
っTこ。これらの趣旨からは.今日の幼・保二元化の考えと同じものがうかがえるように思われる。いわゆ
る家庭が経済的に量豊かな場合，家庭教育がなされているものとみなされ，幼稚園ではさらに徳性，身
体，知能に鋼する教育が行われる。貧困で母親も何らかの労働にたずさわらなくてはならない場合，
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分けられているといえよう。
大正十五年に至って.やっと「幼稚園令」が公布される。その第一条には，
「幼稚園ハ幼児ヲ保育シテ其ノ心身ヲ健全ニ発達セシメ善良ナル性情ヲ溺養シ家庭教育ヲ補フヲ以テ
目的トスJ(6)
とされ，幼稚園は「家庭教育ヲ補フ」保育を行うと乙ろとして位置づけられた。
「注意事項J，<:はそのそれまで簡易幼稚園といわれた部分が含められている。幼稚園令には，
「父母共ニ労働ニ従事シ子女ニ対シテ家庭教育ヲ行フコト困難ナル者ノ多数居住セ Jレ地域ニ在リテハ
幼稚園ノ必要殊ニ痛切ナルモノアリ今後幼稚園ハ此ノ如キ方面ニ普及発達セムコトヲ期セサルヘカラ
ス随ッテ其ノ保育ノ時間ノ如キハ早朝ヨリ夕刻ニ及フモ亦可ナリト認ムJ(7) 
• 
として，幼稚園の機能に巾をもたせようとしている。
乙れに対して，小川正通氏は「当時なお十分に発達していなかった託児所の任務をも代替しようと
の意図J(8)が含まれていると述べられているが，幼稚園が十分「此ノ如キ方面ニ普及発達」したのであ
れば，現在lζ及ぼす戦前の幼稚園の影響はいくぶんちがったものになったのではないだろうか。
、
f両親教育jの実態一ーー・、
， 
法的には，幼稚園は家庭教育を補うものとして位置づけられる ζとになったのだが，実際には家庭
とどのような関係にあったのだろうか。次に，昭和十七年にだされた f本邦保育施設?と関する調査」、
か~r両親教育j (めに関する結果をみてみたい。戦時下という状況の特殊性を考慮する必要があるとは、
ー
同-思うが。
幼稚園の八六・六必，託児所の八五・五形が両親を対象とした集まりをもっている。集まりの八六・
二0・八銘が後援会，保護者会が一九 ・09ち，父兄会は四 ー五銘。特別なものとして，一気6は母の会，
祖母の会が私立の一幼稚園で組織されている。母親を対象とした集まりは，母の会の他に家庭会，母
姉会，母の講座，母の会常会，母親参観日など。保護者会には，愛育懇談会，愛児会，愛育会，父兄
懇談会。後援会には，愛国会，協議会。父兄会には父の会も一施設だが含まれている(重復もある)。
集まりの回数は必ずしも多くはない。一年間に三回が一四・七労，二回が一四・ 0必，六回が一二・
-%，四回が-0・七労， 五回が-0・-%とつづいている。十八回という施設が一つあるが，他は
それほど多くはない。幼稚園の公立と私立を比べると，公立では九回以上もつものがなく，四回が最
高ニニ必である。私立の方は多種多様というと乙ろである。託児所では，公立が年一回が一八・ニ必，
三回と六回が一三・六%となっている。私立の場合は，二回が一八 ・五%，三回が一六・ニ%とつづ
どれほど中身のある会合がもてたのかは疑問芳、ある。 町
内容についてみてみると，教育的なものが四九・八銘，親睦，慰安的なRものが四七五・六必J事業的
均一-
，")( ，.コ、.・乙の程度の回数で，いている。
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なものは二・五タちにすぎない。教育的なものとしては，幼稚園では講演会が五九・四勿であるのに対
して.託児所では懇談，座談会が五四 .0%である。保育参観については，幼稚園では一二・八銘で
乙の他には，講習とくにみられるちがいである。あるのに，託児所ではー・-%でしかない乙とが，
ニュース，圏便り，講座などがある。親睦，慰安的なものとして，遠足，運動会，子ども会，見学，
ζれらには，子どものなどがあげられている。会(唱歌会，遊戯会.学芸会)，映画会(紙芝居)
付きそいとして両親が参加するので，親の教育ということに重点はおいていないようである。
ζれらの集まりの目的として幼稚園の場合は，講演をきくが四四・三労，財政的に援助とさらiζ，
家庭との連絡・相談が二0・三勿，保育研究が一0・ー必，以下，母親の教養を高める，親睦・慰安，
，
??
??
，
講習となっている。託児所では，母親の教養を高めるが幼稚園のそれより高いだけで，他のすべての
項目で幼稚園より低い割合を示している。
出席状況は，一般的に親睦・慰安的なものに対しての方が教育的なものによりも出席がよいようで
? ?
?
?
?
?
??
??
ある。
ζ 乙でどのような内容の集まりがもたれていたかを例をもってみてみたい。以上，概括的にみたが，
六大都市にある公営幼稚園では.
昭和十五年
講話「幼稚園教育とは」総会月五
?????
?
講話「映画鑑賞映画教育についてJ映画会月事..._ノ¥
???
幼児食と食習慣弁当講習月九
? ?
???
?
偏食同第二回月十
幼児の知能問題講演十一月
弁当講習第三回十一月
守、
弁当の実習同第四回十一月
昭和十六年
スフ・毛織物洗濯講習月
就学に際し注意すべき事柄についての懇談座談会月一一
同じく六大都市にある公立託児所の場合は，
昭和十五年
• 
洋裁スモック講習会月五
梅雨期の衛生講演会月-咽 ιーノ、
幼児に関して懇談会月七
• 
11 〆/月九
皇太子殿下お生誕記念遊戯会.十二月
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新年慰安のため
友の会主催の楽しい生活展覧会
映画会
参観
一、月
月一一
? ?
?
、
国民学校及之に入学する児童をもっ母親の心構え講演会月一一
『本邦保育施設に関する調査jから長く引用したが，戦前の幼稚園・託児所の家庭との関係につい
ての大体の姿がとらえられよう。幼稚園・託児所は家庭に対して指導的な立場で接している。幼稚園
は主として講演・講座で幼児についての問題をとりあっかい，託児所では，幼児を含めた家庭生活全
体の問題をとりあげている。名古屋のある託児所では，母の会や家庭訪門を行い，家計，家の整理，
食物，衣服などの指導をしている。また，富山市のある託児所では，事業目的に「託児を通じて生活
改善家庭教育の振興に努むる ζ と」を掲げている。
かなり家庭に対して明確な態度をとっていたしかに家庭との連絡は回数的に少ないように思うが，
どちらかといえば補助的立場であることからすれば，逆の立場になってるように思える。法的には，
この乙とは， 法律では規定しきれない現実の教育の作用からくる当然の結果ともみいるとし、えよう。
、
られる。
三、家庭との役割分担
‘・
‘ 
戦後の幼稚園は，学校教育法で学校として位置づけられ，その第七章第七十七条で「幼稚園は，幼
児を保育し，適当な環境を与えて，その心身の発達を助長する乙とを目的とするJ(10)。とされた。乙乙
では，戦前には明記されていた家庭との関係は全くなくなっている。乙れは，幼稚園と家庭とがどん
戦前の調査のような大規模な調査がなされていないので，幼稚園，保育所が家庭とどのような関係
な関係にしろ，関係をもたなければならない規制はなくなったのである。
父母を対象にした集まりは，行事的，悪くいえにあるのかは概括的にもとらえにくい状況であり.
ば形式的に行われているような観がしなくもない。家庭における子どもの生活を親との連絡により常
に把握し，また，子どもの生活の指導，組織に関して親と話しあい，指導しているような幼稚園はほ
とんどないのではないだろうか。保育所の場合は，子どもの生活の場として占める割合が幼稚園より
????????
?
?
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?
?????
? ?
??
? ?
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‘-、
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も大きい乙ともあって，親との日常的な話し合いがより必要で、もありなされているようにも思えるが，
内容的にはどうであろうか。
家庭と幼稚園・保育所との関係についてみてみたが，現在幼稚教育の重要性については一般的に認
その意義がまだめられていながら，幼稚園や保育所での教育についても，家庭での教育についても，
不明確にしかとらえられていないように思われる。
私は.昭和五十年に幼稚園，保育所関係者九十四名に対して行った調査でー日常の保育でどのような点ぞ重
「さまざまな遊びゃ経験要と考えるかについて質問した。七項目をあげて二項目を選んで、もらヮた。
， 
? ? 、
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をつむことによって，人間としてかたよりのない発達をめざすJが七-%， i幼稚園のルールを守っ
て他の子どもたちと集団生活ができる」が五四必， i日常生活に必要なしつけを身につけるJが二六
銘であった。他は， i:活発に自分の考えを言ったり，質問ができる」二三労， iいろいろな遊びゃ活
動で身体をきたえるJ一六勿， i絵をかいたり，音楽を聞くことによって情緒を豊かにする」五銘，
「文字(ひらかな〉の読み書きがいちおうできる」三銘，その他がー勿であった。(11)
幼稚園や保育所での教育では，家庭でできない経験，遊び，それと他の子どもたちとの集団生活を
、. 
重要視しているといえよう。もちろんこのことは重要ではあるが，家庭との分業，役割分担ではなく，
子どもの成長・発達iとみあった生活全体を組織するという視点が必要なのではないかと恩われる。
?
?、 ? 、
‘ 
四、量より質の問題
次iζ，家庭教育について書かれているものをみて，家庭教育の意義について考えてみたい。
山下俊郎氏は，家庭を「いわば世の荒波に対してひとりひとりの家族を守る防波堤を備えた安息の場」
「家庭という自分の城の中にいればそれで安んじて楽な気持ちでいられるJ(12)と乙ろとしている。そし
て，家庭教育の作用として，自然的形成作用と意図的形成作用があり， ζれらがはたらいて子どもの
人格形成を型つくっていくとしている。さらに，現代的問題として，家族意識の稀薄化と家庭の弱体
化，家庭機能の縮小，親子関係の変化，小家族化などをあげている。そして， i正しい児童観に裏づ
けられた，親の自信に支えられた家庭教育の回復が望まれると ζろであるJ(13)と家庭教育の重要性を強
調している o • 
家庭教育の重要性を強調することは必要で、はあるが，山下氏も指摘されているように，家庭に関す
る現代的な諸問題をどのように位置づけるのか。もちろん両親の自覚を欠かす ζ とはできな
いが， r家庭は社会生活の練習の場」と認められてはいても，現在.家庭が社会的孤立状態にあるこ
とは否定できない。たしかに，家庭における教育について考える場合，乳幼児にとってはとくにマザー
リング(母親的接触〉が非常に大きな比重をもっている。しかし，今まで家庭教育がとりあげられる
とき，家庭の概念のなかの異種のものとして，母子家庭や父子家庭と同じように共働き家庭がおかれ
-てきた。家庭という言葉には，暗黙のうちに母親が家庭lといて，父親が家庭維持の経済的責任をもっ
という形が当然のこととして意味されているのではないだろうか。
共働き家庭に限らず，母親が家庭にいる場合でも子どもの教育児関する問題はお乙っている。現在，
集団保育が一般化されてきているなかで，マザーリングも家庭教育の問題でも量よりその質が関われ
ているのではないだろうか。
家族，家庭問題は，家庭教育に関する面からだけでなく，婦人問題の面からも大きな問題となって
いる。すなわち，家事専業の主婦の問題，性別役割分化の問題としてである。現代は，家庭生活と生
産活動が切、りはなされ，教育や娯楽その他の機能を行う独自の機関が発達したので，家庭のもつ機
• 
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能は縮少され，小家族化tとより，主婦の家庭内人間関係の要めとしての役割も湾れてきており，家事
労働も大巾に軽減している。主婦が如何に家庭内で家族のために働いていても私的なものであり社会
的立場が得られるわけではない。現在，専業主婦の存在理由は自明性を失ってきている。戦後.主婦
このように主婦の存在基盤を弱める現状の変化によるものであろう。
(14) 
論争が何度もくり返されるのは.
五、社会に関かれた家庭
以上のような乙とを考従来の家庭観が問い直されているなかで.家庭教育を考える場合も.
乙乙でマカレンコ著「愛と規律の慮に入れる必要があるだろう。その方向をさぐる手がかりとして.
家庭教育Jをみてみたい。資本主義体制と社会主義体制という基本的なちがいはあるが，今後の家庭
教育を考えるうえで重要な ζ とを示唆しているのではなし、かと思われる。
?
「社会の平等な成員をつくっているJ(15)とζろではあるが，親は子どもを指導し，まず，家庭は，
「家庭で自分は勝手気ままのできるおやじではなく.年長の責任ある集団どもは教育される。親は，
の一員にすぎなしリ(16)乙とを理解しなければならなし、親は.教育者として自分自身の態度をきびしく
，みつめなおし.その一挙一動が子どもに影響を与えるものであるということを意識しておく必要があ
る。親は家庭という.未来の市民を育てあげる責任を社会に負っている集団の指導者であり，組織者
である。
乙れらから考えられる ζ とは，家庭は非常に大きな社会的責任を負っ非常に簡単な要約であるか，
その責任を果たすために親は指導者として子どもを教育する，親としての権力やているとし、う ζ と，
子どもに対する権威をもてる基盤はその責任にあるという乙とである。家庭が社会的使命をもった事
業である乙とは，わが国においても誰も否定できる ζ とではないが.そのζ とが個人的な利害関係と
• 
~ 
対立的にとらえられ，結局，家庭は私的，個人的な利害を優先して考えられる ζ ととなる。父親は仕
事で朝から夜遅くまで帰らず，家にいても疲れて寝ている，子どものζ とは母親まかせという状態で
はどのような教育ができるのだろうか。家庭教育を行える条件を確保する乙とだけでも，現在の状
況のなかでは困難なのである。
、??
?ィ
?
，
??
? ? ?
????
さきに述べたように，家庭の歴史は.家庭の機能の縮少の歴史ともいえる。しかし，家庭は生活す
る場としてある以上，家庭教育は必要である。そして，現在，その家庭をどのように組織するかが明
とくにかつて家庭の機能であった教育，生産，娯楽などの機能を，家庭生活とらかにされていない，
どのように有機的に関連きせるのか，が明らかにされていないのではないだろうか。
幼児教育に関する家庭観としては，母親が家庭にいるかいないかで分けられる場合が多い。最近は，
母親が働きに出る乙とに対する社会的な抵抗も少なくなってきており，その意味では保育所に対する
? ?
?
• 偏見も改善される方向にあるともいえる。家庭の形の多様化を認めたうえで，家庭を社会に開いてい
く，社会化された諸機能を家庭が主体的に生活のなかにとり入れてい〈ととが必要ではないだろうか。
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戦後.保育所は，保育に欠けるその乳児又は幼児を保育するということで，居宅外労働，居宅内労
働，母親のいない家庭，母親の出産等，疾病の看護，家庭の災害などの事情がある場合のみに限られ
ている。幼稚園の場合は.就学前の一.二年間就園するものが多い。しかし.家族付近で、安心して遊
べる場所がない場合や.遊び友達のいない場合もあるだろうし，母親が育児や教育に関して一人で責
任を負って悩む場合も少なくないように思う。また情報過多のなかで、ふりまわされてしまって，自信
をなくしてしまう場合も現代の特徴として考えられるよう K思われる。
ζのような現状のなかで，個々別々に存在する家庭を幼児教育に関して組織し，指導，援助するの
:! 圏)を組織するために，保育者として親と話し合い，指導していくためには，保育所や幼稚園は，子
は保育所.幼稚園ではないだろうか。地域社会の生活をふまえて子どもの生活 (家庭，保育所，幼稚
どもが生活している地域になくてはならない。そして，母親が家庭にいるかいないかにかかわらず，
希望する家庭に対して関かれる必要がある。また，親がその保育所と幼稚園をいつでも参観したり，
教師の手伝いなどに加わる ζ とができるというような乙とも必要で、あろう。このことは幼保一元化の
‘ 
問題とも関連してとりあげなければならないものであるが，今は触れないでおく 。
• 
おわりに
、
家庭は，その機能の多くを社会化しているが，その使命を私的なものになっている ζ とが，家庭を
社会から切り離してしまう最大の原因ではないだろうか。子どもを育てる ζ とは社会的に重要な ζ と
だとはいわれでも，両親以外K子どもを守る社会的な補障が十分なされていないなかでは，そして，
親が個人的に努力しでも限度のあることまでも親の責任として負わなければならない。子どもの成長，
発達のためにも親が人間的に目立した。物質的にも精神的にもゆとりのある生活ができない乙とには，
家庭でも子どもの模範になれないだろう。両親の対等な人間関係，社会的な活動，仕事などを知って
いくなかで.子どもは望ましい人間関係，生活態度を身につけていくであろう。
• 
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